「８０．友達とつながっているのに」
１．指導対象

　　小学校・中学校
２．教科・科目

　　学級活動，総合的な学習の時間 
３．指導意図
　スマートフォンの普及に伴い，S N Sやチャットでコミュニケーションをする中で，過度に利用し依存に陥ってしまうことがある。このような状態をつながり依存という。チャット上ではすぐに返信しないといけない，S N Sへの投稿にはすぐにリアクション（「いいね」）をしないといけないといった思いをもっている子どもも少なくない。S N Sやチャットをコミュニケーションツールとして活用することで，学校での友達とのやりとりが家庭内でもずっと続く状況が生まれている。友達との関係を悪くしたくないという思いから， S N Sのチェックやチャットへの返信を義務のように行い，結果としてスマートフォンやケータイが手放せなくなっている。「本当はやめたくてもやめられない」という状況になり，生活リズムが乱れてしまうことがある。
　特に，学校での友達関係の延長線上にあるS N Sに対して，学校で友達にリアクションをするのと同じように，S N S上でもリアクションをしないといけないと感じている。そのため，自分がS N Sに投稿したときに友達からリアクションがないときには，リアルの友達関係に影響が出たと思いこみやすい。また，相手の忙しさなどを考える余裕がないときには，友達のリアクションに一喜一憂してしまうことがある。友達からの「いいね」の数を友達に承認されている指標ととらえ，他の友達の投稿につけられた「いいね」の数と自分につけられた数を比較し，「自分には友達がいない」と思ってしまうのである。
そこで、本教材ではS N S投稿を事例として，つながり依存と承認欲求について取り上げる。よりよいコミュニケーションツールとなるように，S N Sとの上手な付き合い方について考えることを学習のねらいとする。
４．指導目標

　①　S N S上の投稿に対して，相手の状況を考え，友達からのリアクションに過度な期待をもちすぎないようにする。
　②　S N Sと上手に付き合うために，自分と他者の「いやだな」「不安だな」と感じることに違いがあることに気づく。
　③  S N Sやチャットだけがコミュニケーションのツールではなく，言いたい内容や状況に応じて，直接会って話すことも選択肢の一つとして選べるようにする。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入

○SNSやネット上での友達とのやりとりを振り返り，「よかったこと」と「困ったこと」を交流する。


	○発表を通して，SNSやネット上でのやりとりのよかったことと困ったことを振り返る。
○それぞれが「よい」，「困った」と感じていることには違いがあることに気付けるようにする。

	（2） 展開

○本事例を視聴し，「こんな気持ちにならないようにするにはどうすればいいのでしょうか？」の場面で止め，似た経験がないかを考える。
○自分が「いやだな」「不安だな」と感じることを交流する。
○最後まで視聴した上で，学級で「いやだな」「不安だな」として挙げられたことに対して，対処するためのアドバイスを考える。
	○本事例と似た経験がないか尋ね，このような状況になってしまった原因を考える。（簡潔に）
○S N S投稿やチャット上でのやりとりで自分が「いやだな」「不安だな」と感じることを交流し，人によって違いがあることに気付けるようにする。
○「いやだな」「不安だな」と思うことの上位の項目や導入場面での「困った」と感じていることに対してのアドバイスを考える中で，自分自身のS N Sとの付き合い方について考える。考えた内容は，グループ等で話し合いホワイトボード等に書いて発表する。

	（3） まとめ

○展開部分で自分が「いやだな」「不安だな」と思ったことに対しての自分なりの対処法について考え，学級全体で交流する。

	○「いやだな」「不安だな」と思うことに対して，自分なりの対処法をもてるようにする。また，自分なりの対処法について考えにくい場合は，友達にアドバイスがもらえるような機会を設ける。


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法，問題解決法

　本事例のようなトラブルは，教師側から把握することが難しい場。学校側が知るきっかけとなるのは，遅刻や欠席，不登校といった日常生活に影響が出始めたときなる場合が考えられる。
　問題が発生した際は，本人から状況を聞き取り，いつごろから感じているのかを把握する。把握した段階で，学年主任，生徒指導担当，管理職に相談し，組織で対応するようにする。状況に応じて関係する子たちからも丁寧に状況を聞き取り，すれ違い等が起こった原因を突き止める。誤解や勘違いによるものであっても，本人が「仲間外れ」「いじめ」と感じていることは十分考えられる。また実際に「仲間外れ」「いじめ」が起こっている場合がある。本人精神的状況を考慮し，管理職，保護者と連携しながら，どのように本人に伝え解決していくかを考えていく。スクールカウンセラー等にも協力してもらう場合も考えられる。また，学校に登校するのが難しく，教師からの直接の働きかけが難しい場合は，専門機関への連携も視野に入れて，保護者とともに連携していくことが求められる。必要に応じて，関係する子どもたちの精神面を考慮したアプローチやケアにも取り組む。

未然に防ぐことができれば幸いだが，本事例のような状況は誰しもが経験することである。そのため，S N Sを利用するときには，このような状況に陥る可能性があることを自覚した上で，利用させる必要がある。保護者にも，子どもがS N Sを利用するときに起こる問題を事前に知ってもらい，家庭内のルール作りをするように声をかける必要がある。
７．指導資料
●ネット依存にならないために（J A P E T＆C E C）
https://www.japet.or.jp/ActivityReport/netboku/?action=common_download_main&upload_id=1094
　●「楽しいコミュニケーション」を考えよう！（L I N E株式会社）
　●土井隆義『つながりを煽られる子どもたち　ネット依存といじめ問題を考える』岩波書店，2014

